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1. 学校の教育目標 

三幸学園は、昭和60年の開校以来『技能と心の調和』を教育理念に掲げ、教育を展開してきた。ここでは、社会

への有益な職業人を数多く輩出することを目標に、“有益な職業人とは、専門的知識・専門的技術を十分持ちな

がら、常に変遷する社会に対し柔軟に対応するため日々研究・研鑽を続け、職業人としての使命感をしっかり確立

した人物”と定義し、心豊かな人間性を育む教育に注力している。 

この基本理念は、教職員に対しては、教職員手帳に明記し配布しているほか、全教職員が一同に集う「全体会議」

や全国の教職員が集まる研修会である「ビジョンミーティング」や「サマーセミナー」において理事長からの訓示の中

で繰り返し唱え、共有化を図っているものである。また、学生に対しては、「入学式」や「スタートアッププログラム」に

おいて、校長や教職員からの言葉として示すとともに、本校独自のカリキュラム「成功の法則」の授業で使用する

「夢のスケッチブック」に記載し周知を図っている。このほか、受験生、高等学校、保護者等に対しては、オープン

キャンパス、高校訪問、保護者説明会などを通じて伝え、また、パンフレットに明記することにより学内外の周知に

努めている。 

  

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・長い目で見た学校づくり 

   ディプロマ・ポリシーの見直し、教育課程の改変、同分野姉妹校の大阪辻学園とカリキュラム統一等を 

行い、実施し制度上整えることができた。2024 年度は更に実態を整え、制度を生かしていく必要がある。 

・自分自身の役割を理解して成果を上げる 

三幸学園として各教員に求めたい役割を全体会議や日々の声がけを通して都度発信と動機づけを行った。 

今後はより踏み込んだ運営スタッフへの目的意識醸成や授業研修等を行っていきたい。 

・より良い授業＆指導の徹底 

テクニカルアカデミーや分科会の活用はより具体的にすることができた。今後は大阪辻学園との相乗効果を 

狙い、合同研修等で更に力を入れ、生徒へより質の高い授業提供を実施していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 



３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

入学者数の増加実績からも知名度の高まりや学校理念の浸透を実感しているが、 

地域浸透度に関してはさらに高めることに課題がある。 

 

② 今後の改善方策 

  今年度は、名古屋市からの依頼で、中学生向けにキャリア教育事業にも参加させていただき、本校の事を周

知出来る機会を頂いたので、更に認知拡大を図っていきたい。 

  また、授業の一環で実施している学内レストラン実習の喫食や学校行事にも、保護者様や就職実績のある企

業様などをご招待することも進めていきたい。 

  併せて昨年度に引き続き産官学連携にも注力し知名度共に本校の教育理念の浸透をはかる。 

 

③ 特記事項 

教育理念から人材育成をより体系化するべく、三幸学園の教職員としてのビジョンを「人を活かし、日本をそし

て世界を明るく元気にする」と設定し、調理分野におけるビジョンを「食を通じて、日本を明るく元気にする」と設

定した。これらを踏まえて、人材育成方針を「伝統に培われた技術と心を高め、食文化を通じて社会に貢献で

きる人材」と設定し、全教職員への浸透を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等に周知されているか 3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 



（２）学校運営 

① 課題 

三幸学園グループのスケールメリットを活かし、学校運営に関する基盤は整っているといえる。しかしながら今

後の業務効率化を見据え新たな情報システムの導入が多く行われている事と、あらたな教職員増員により、

全体としてのシステム適応が遅れている状況。また、教員の情報システムを活用した業務遂行が課題と感じ

ている。 

 

② 今後の改善方策 

新たなシステムに関するマニュアルや三幸学園グループにて定まった運営方針、規則など現存する情報を定

例職員会議、面談など利用し、全教職員へ情報共有を強化していく事で体系化して業務の効率化を進める。

また、新たな教職員へは研修制度を設け、新規システム導入も含め効率化を図る。 

 

③ 特記事項 

三幸学園グループのスケールメリットを活かし、姉妹校間で情報や資料を共有し全体的な業務効率化を行っ

ている。また、就業規則や職員行動指針を共有することで、就業規則や勤怠の順守を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 



（３）教育活動 

① 課題 

名古屋辻学園として、現場経験の豊富な教員にて調理現場にて必要とされている人材を育成するための教

育方法の工夫をカリキュラムに反映させ作成することが出来てきている。課題としてより価値ある人材を社会

に輩出できるよう教育課程の更なる体系化を進めていきたい。 

また、今までは姉妹校の大阪辻学園との情報共有する機会を持てていなかった。 

 

② 今後の改善方策 

   現存シラバスは見直しを繰り返し行い整ってきたが、今年度は、大阪辻学園とも密に連携をし、 

   育成する人材像（ディプロマポリシー）を改めて定め、 より価値ある学びを提供できるように教育課程を体系

的に再構築していきたい。 

   企業連携等も強化するために卒業生の就職先など関連分野への訪問を積極的に行い、情報交換と連携の

強化を図る。 

   また、分野における最先端の知識や技術などの情報は全教員へ研修などを行い学生へ還元する。 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
3 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
4 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 



③ 特記事項 

年２回、技術授業担当教員向けの研修を実施 

教員力、技術力アップを定期的に図っている。 

 

 

（４）学修成果 

① 課題 

   求人数は回復・増加傾向。卒業年次学生数に対しての求人数は担保できている。 

   卒業生との連携がまだ弱い為、今後は就職先への定期訪問や、 

   卒業生とコミュニケーションをとるためのツール浸透を強化していきたい。 

 

② 今後の改善方策 

キャリア形成への効果把握に関しては卒業生の就職先を計画的に訪問し、各企業に評価を頂くとともにコミュ

ニケーション頻度を上げて卒業生の活躍や評価の把握に努め、シラバスへの反映を行う。また、退学率に関し

ては、学生とのコミュニケーションが取れる時間をより多く担保する中で、担任制度を有効的に活用して学生の

状況を把握し退学防止策をとる。 

今年度は、卒業生向けのリカレント教育も実施し、卒業生とのつながりも強化させていきたい。 

 

③ 特記事項 

  昨年度グループ担任制を導入したが、より一人一人の生徒との関係性を強化するべく 

  ２０２４年度はクラス担任制にて運営。 

 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 3 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 3 

退学率の低減が図られているか 4 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 



（５）学生支援 

① 課題 

  学生相談に関して担任制度を設けており、より学生とコミュニケーションをとれる環境ができているが、 

   トップ層への十分な支援体制としては少し課題が残る状況。保護者との連携は必要に応じ行えている。 

   中途退学者への支援、高等学校・高等専修学校との連携に関しては運営への取り組み強化が必要。 

 

② 今後の改善方策 

卒業生や中途退学者からの問合せ窓口の体制整備を引き続き進める。卒業生対象にＷＥＢを利用した発信

環境の整備が進んだためそれを活用して卒業生支援も強化する。就職支援に関してはＷＥＢ面接を導入する

企業も増加傾向にあるので学内にてＷＥＢ面接が受けられる設備を整え学生をサポートする。高校との連携

に関しては高校への案内や訪問校数を増やし職業教育も高めていく。 

 

③ 特記事項 

   特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 3 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 3 

学生の生活環境への支援は行われているか 4 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 3 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 4 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 



（６）教育環境 

①  課題 

特になし 

 

②  今後の改善方策 

   インターンシップ受入れ企業に関して従来の訪問に加えて卒業生就職先訪問などを強化し、 

   受け入れ先企業を更に開拓する。 

 

③ 特記事項 

避難訓練を実施してほぼ総定員となる全学生と全教職員の避難訓練がなされた。 

特に大きな問題はなく避難場所への移動が確認された。 

 

 

（７）学生の受入れ募集 

①  課題 

募集実績を見る限り、調理師科の募集に関しては伸び悩んでいる。 

 

② 今後の改善方策 

引き続き教育成果に関する情報が正確に伝わるべく工夫を継続し、適正な募集を継続する。また、地域貢

献にも力を入れ地域密着を図る。 

 

③ 特記事項 

   特になし 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 4 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 



（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

今期は第３次中期計画（2023 年度～2027 年度）の初年度であり、ホームページ上に公開している。今後は

当該計画の達成状況等についても公開予定である。 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



（９）法令等の遵守 

① 課題 

適正に法令順守が行われている。今後も継続をする。 

 

② 今後の改善方策 

    会議や校内掲示物を通じて、すべての教職員の法令順守に対する啓蒙を継続的に図る。 

    学校情報の内容を正確に精査し情報公開に努める。あわせて教職員対象の 

    コンプライアンス研修を行う。 

 

③ 特記事項 

個人情報の保護・管理の徹底に努めている。 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策 

  今年度も昨年に引き続き、飛騨市との産官学連携も実施予定。 

  さらに色々な企業様とも連携を強化していく予定。 

 

③ 特記事項 

  今年度は、すでに２件の産学連携に取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 4 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 3 



（１１）国際交流（必要に応じて） 

① 課題 

  留学生が就労ビザの取得できる就職先開拓が大きな課題。 

 

② 今後の改善方策 

    行政における政策の最新情報収集も行い、留学生受入れが整っている企業開拓も進める。 

 

③ 特記事項 

    特になし 

 

 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

学校運営や生徒指導で一定のご理解をいただけている。 

ただ細かい部分で改善のご意見をいただいたことをしっかりと検討していく必要がある。 

特に情報発信ツールの活かし方や卒業生支援といった部分は今後の学校運営に大きな意味を持つので、対応し

ていきたい。 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行っているか 3 

受入れ・派遣、在席管理等において適切な手続き等がとられているか 4 

学習成果が国内外で評価される取組を行っているか 3 

学内で適切な体制が整備されているか 4 


